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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成28年7月28日(2016.7.28)

【公開番号】特開2015-49008(P2015-49008A)
【公開日】平成27年3月16日(2015.3.16)
【年通号数】公開・登録公報2015-017
【出願番号】特願2013-182383(P2013-182383)
【国際特許分類】
   Ｆ２４Ｆ  13/30     (2006.01)
   Ｆ２４Ｆ   1/00     (2011.01)
   Ｆ２８Ｆ   1/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２４Ｆ    1/00     ３９１Ａ
   Ｆ２４Ｆ    1/00     ３９１Ｂ
   Ｆ２４Ｆ    1/00     ３９１Ｃ
   Ｆ２８Ｆ    1/32     　　　Ｗ

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月8日(2016.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気吸込口及び空気吹出口を有する筐体と、前記空気吸込口から吸い込まれた空気と冷
媒とを熱交換する熱交換器と、前記熱交換器に対して前記空気吸込口からの空気流れにお
ける下流側に配置され、前記熱交換器において熱交換された空気を前記空気吹出口から外
部に吹き出す貫流ファンとを備え、
　前記熱交換器は、前記冷媒が通流する複数の伝熱管と、前記伝熱管に熱的に接続された
フィンとを有し、
　前記熱交換器の上方に配置された伝熱管の外径は、前記熱交換器の下方に配置された伝
熱管の外径よりも大きいことを特徴とする、空気調和機。
【請求項２】
　空気吸込口及び空気吹出口を有する筐体と、前記空気吸込口から吸い込まれた空気と冷
媒とを熱交換する熱交換器と、前記熱交換器に対して前記空気吸込口からの空気流れにお
ける下流側に配置され、前記熱交換器において熱交換された空気を前記空気吹出口から外
部に吹き出す貫流ファンとを備え、
　前記熱交換器は、前記冷媒が通流する複数の伝熱管と、前記伝熱管に熱的に接続された
フィンとを有し、
　前記熱交換器は、前面側に配置された前面熱交換器を備えて構成され、
　前記前面熱交換器は、上方熱交換器と、前記上方熱交換器の下側に形成された下方熱交
換器とを備えて構成され、
　前記上方熱交換器を構成する前記複数の伝熱管の外径は、前記下方熱交換器を構成する
前記複数の伝熱管の外径よりも大きいことを特徴とする、空気調和機。
【請求項３】
　前記熱交換器は、
　前面側に配置された前面熱交換器と、背面側に配置された背面熱交換器とを備え、前記
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前面熱交換器の上部と前記背面熱交換器の上部とが接合されて構成され、
　前記貫流ファンを囲むように配置されていることを特徴とする、請求項１又は２に記載
の空気調和機。
【請求項４】
　前記背面熱交換器の一部は、前記筐体の一部を構成する隔壁を介して、前記貫流ファン
に近接して配置されていることを特徴とする、請求項３に記載の空気調和機。
【請求項５】
　前記隔壁に近接する伝熱管の全体に通流する冷媒の流量と、前記背面熱交換器の残部を
構成する伝熱管の全体に通流する冷媒の流量とが略同じ量になるように、各伝熱管同士が
接続されていることを特徴とする、請求項４に記載の空気調和機。
【請求項６】
　前記熱交換器の上方に配置された外径の大きな伝熱管に通流する冷媒の流路の並列数が
、前記熱交換器の下方に配置された外径の小さな伝熱管に通流する冷媒の流路の並列数よ
りも少なくなっていることを特徴とする、請求項１又は２に記載の空気調和機。
【請求項７】
　前記熱交換器は、室内空調機内に設けられる室内熱交換器であって、冷媒を膨張させる
絞り装置を挟んで上流側熱交換器及び下流側熱交換器により構成され、
　除湿運転時には、前記熱交換器の上方に配置された外径の大きな伝熱管を含んで構成さ
れる前記上流側熱交換器を通流した冷媒が、前記絞り装置を経由して、前記熱交換器の下
方に配置された外径の小さな伝熱管を含んで構成される前記下流側熱交換器を通流するよ
うに、各伝熱管が接続されていることを特徴とする、請求項１又は２に記載の空気調和機
。
【請求項８】
　冷媒が通流する複数の伝熱管と、前記伝熱管に熱的に接続されたフィンとを備えてなり
、
　前記複数の伝熱管は前記フィンを貫通して複数の列線をなすように配置され、
　上方に配置された伝熱管の外径は、下方に配置された伝熱管の外径よりも大きくなって
いることを特徴とする、空気調和機用熱交換器。
【請求項９】
　上方に配置された外径の大きな伝熱管に通流する冷媒の流路の並列数が、下方に配置さ
れた外径の小さな伝熱管に通流する冷媒の流路の並列数よりも少なくなるように、各伝熱
管同士が接続されていることを特徴とする、請求項８に記載の空気調和機用熱交換器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明者らは前記課題を解決するべく鋭意検討を行った。その結果、以下のようにする
ことで前記課題を解決できることを見出した。即ち、本発明の要旨は、空気吸込口及び空
気吹出口を有する筐体と、前記空気吸込口から吸い込まれた空気と冷媒とを熱交換する熱
交換器と、前記熱交換器に対して前記空気吸込口からの空気流れにおける下流側に配置さ
れ、前記熱交換器において熱交換された空気を前記空気吹出口から外部に吹き出す貫流フ
ァンとを備え、前記熱交換器は、前記冷媒が通流する複数の伝熱管と、前記伝熱管に熱的
に接続されたフィンとを有し、前記熱交換器の上方に配置された伝熱管の外径は、前記熱
交換器の下方に配置された伝熱管の外径よりも大きいことを特徴とする、空気調和機に関
する。その他の解決手段は発明を実施するための形態において後記する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
８　室内熱交換器（熱交換器）
８Ａ　熱交換器（上流側熱交換器）
８Ｂ　熱交換器（上流側熱交換器）
８ｃ　前面主熱交換器（前面熱交換器）
８ｃ１　上方
８ｃ２　下方
８ｅ　背面主熱交換器（背面熱交換器）
９　貫流ファン
１１　フィン
１２，１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄ，１２ｅ　伝熱管
１４ａ　筐体のバックノーズ部（筐体の一部を構成する隔壁）
１９　前面空気吸込口（空気吸込口）
２０　上方空気吸込口（空気吸込口）
２１　空気吹出口
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